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市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平

素
よ
り
浜
田
市
議
会
の
運
営

に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
本
年
５
月
か
ら

は
元
号
が
改
ま
り
、
新
た
な

時
代
へ
突
入
し
ま
す
。
市
議

会
も
４
月
か
ら
通
年
会
期
制

導
入
と
い
う
「
大
改
革
」
の

初
年
度
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
11
月
の
議
長
就

任
の
際
に
、「
情
報
公
開
」

「
中
山
間
地
域
振
興
」
そ
し

て
「
政
策
立
案
の
推
進
の
た

め
の
議
員
の
資
質
向
上
」
等

の
議
会
運
営
方
針
を
掲
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
開
か
れ
た
市

議
会
と
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
に
は
、
議
会
の

憲
法
と
も
い
え
る
「
浜
田
市

議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
が
、
そ
の
前
文
に
は
、

「
私
た
ち
浜
田
市
議
会
議
員

は
、
石
見
人
と
し
て
の
誇
り

と
高
い
識
見
を
備
え
、
全
国

の
地
方
議
会
の
模
範
と
な
る

議
会
改
革
を
掲
げ
て
絶
え
ず

精
進
し
、
全
て
の
市
民
が
安

全
で
安
心
し
て
、
幸
せ
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
最

大
限
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」
と
い
う
理
念

を
述
べ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、
市
議
会
は
、

こ
う
し
た
理
念
に
基
づ
き
、

「
議
会
報
告
会
の
開
催
」
や

「
議
員
の
議
案
に
対
す
る
賛

否
の
公
開
」「
一
般
質
問
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
」「
本

会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
動
画
配
信
」
な
ど
、
開
か

れ
た
議
会
に
向
け
、
議
会
改

革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

の
距
離
を
近
づ
け
る
た
め
の

議
会
改
革
を
進
め
て
き
た
と

自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
が
で
き
る

の
は
、
先
輩
議
員
が
先
進
的

な
議
会
改
革
を
進
め
て
こ
ら

れ
た
素
地
が
あ
る
か
ら
こ
そ

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
今
、

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

合
併
以
降
の

　
議
会
改
革
の
取
組

　

市
町
村
合
併
後
は
多
く
の

議
会
改
革
に
取
組
ん
で
き
ま

し
た
。
主
な
取
組
と
し
て
、

議
員
定
数
は
、
合
併
直
後
の

36
名
か
ら
24
名
に
減
ら
し
て

き
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
か
ら
は
、
議
員

の
政
務
活
動
費
（
当
時
は
政

こ
の
１
年
で
の

　
改
革
の
ポ
イ
ン
ト

　

私
が
議
長
に
な
っ
て
１
年

余
り
の
間
で
は
、「
委
員
会

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
動

画
配
信
」
や
紙
の
資
料
を
減

ら
す
た
め
の
「
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
会
議（
タ
ブ
レ
ッ
ト
会
議
）

シ
ス
テ
ム
導
入
」
ま
た
、
本

年
４
月
か
ら
は
「
通
年
会
期

制
」
を
導
入
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
１
年
間
を
通
し

て
議
会
を
会
期
中
と
す
る
も

の
で
、
市
長
の
招
集
が
な
く

て
も
議
長
の
判
断
で
本
会
議

を
開
催
で
き
た
り
、
所
管
事

務
調
査
の
た
め
の
委
員
会
を

委
員
長
の
判
断
で
随
時
開
く

こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
市
議

会
に
と
っ
て
は
、
議
員
の
意

識
改
革
を
含
め
大
き
な
変
革

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市
議

会
の
機
動
性
が
向
上
し
、
審

査
機
能
の
充
実
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
図
ら
れ
る
も
の
と
期

待
を
し
て
い
ま
す
。

務
調
査
費
）
の
透
明
性
と
公

平
性
を
高
め
る
た
め
、
使
途

や
収
支
報
告
書
、
す
べ
て
の

領
収
書
の
写
し
を
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
面
公
開

し
て
い
ま
す
。
先
進
的
な
取

組
で
あ
っ
た
こ
の
政
務
調
査

費
の
公
開
は
平
成
20
年
10
月

の
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
事
例
報
告
を

行
い
、
同
年
11
月
に
は
、「
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
」
の
審
査

委
員
会
特
別
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
年
の
平
成
21
年

に
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
」

の
ベ
ス
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
賞

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
な
ど
、

浜
田
市
議
会
の
改
革
の
取
組

は
、
全
国
的
に
も
大
き
く
評

　

本
年
中
に
は
次
期
市
議
会

議
員
選
挙
（
平
成
33
年
10

月
）
に
向
け
て
、
適
正
な
議

員
定
数
に
関
し
て
論
議
を
始

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
な
る
改
革

　
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

　

市
議
会
が
そ
の
役
割
で
あ

る
政
策
立
案
機
能
と
行
政
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
た

め
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
の

意
見
が
市
政
に
反
映
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
や
時
代
の

流
れ
に
沿
っ
た
情
報
公
開
な

ど
、
今
後
も
議
会
改
革
を
不

断
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す

い
市
議
会
の
運
営
に
つ
な
が

る
よ
う
、
議
員
一
同
気
を
引

き
締
め
て
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

議
会
機
能
の
充
実
に
向
け
て

　

～
不
断
に
進
め
る
議
会
改
革
～

特
集
■
議
会
改
革

議
長
　
川
神
　
裕
司
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タブレット導入により
ペーパーレス会議の実施

議会の情報公開を拡大 通年会期制を導入

政務活動費の
交付方法の見直し

事務事業評価の
導入を検討

経費削減と会議の効率的運営がで
きる（３月定例会から本格実施）

議会を傍聴できない市民のために、
インターネットで会議の録画配信
中！

いつでも議会が開け、行政監視機能、
政策立案機能を十分に発揮し、緊急
事態にもすぐ対応できる。

後払い（精算払い）にし、
より透明性を確保

行政施策、事務事業の評価を
実施し、政策立案に活用する。

これらは、浜田市議会の議会改革の取組の一例です。
その他にも様々な改革を検討中であり、議会改革に終わ
りはありません！今後とも市民の皆さまのご理解とご協
力をよろしくお願いします。議会改革調査検討特別委員会

委員長　西田　清久

議会改革に取組んでいます
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今回はこれがポイント！
12月定例会

浜田市議会４月１日から通年会期制導入
　12月定例会の市長提出議案では、石央文化ホールの休館日を定める条例、医療
従事者等宿舎として警察署殿町職員宿舎の取得、きんたの里、あさひ荘等の指定
管理者の指定、浜田漁港７号荷さばき所建設に伴う工事契約の締結、補正予算関
係では平成30年度浜田市一般会計補正予算７件等、議案29件について審議し可決
しました。
　また、議会提出の議会会期を通年とする条例制定と、導入に伴う議会会議規
則、委員会条例、専決処分事項の指定等、一部改正の４議案も可決しました。

・ふるさと寄附促進事業　（450万円増額）
　多くの方々より防犯カメラ増設にインターネット等を活用して寄附
をいただき、浜田市地域安全推進委員協議会が実施する防犯カメラの
設置に要する費用に対して補助を行います。
・普通教室エアコン整備事業　（4億9,400万円増額）
　全幼稚園、小中学校にエアコンが設置されます。
・地籍調査事業　（4,400万円減額）
　国・県への補助金申請額の確保ができず削減に至ったため、事業の
大幅減額・縮小を行いました。
・義務教育施設国庫負担金等返還（2,500万円）
　施設の改築等において過大交付が認められた負担金等を、国へ返還
しました。

補正予算の内容
400億→402億へ増額補正しました。

詳細は、ホームページでご覧ください　→
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「
石
央
文
化
ホ
ー
ル
」

毎
週
月
曜
日
が
休
館
日
に

介
護
予
防
に
関
す
る

問
題
点
を
議
論

　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
は
収
容

人
数
１
１
５
２
人
の
大
ホ
ー

ル
を
は
じ
め
、
小
ホ
ー
ル
や

会
議
室
、
展
示
ホ
ー
ル
な
ど

も
稼
働
率
が
高
く
、
ま
た
ホ

ワ
イ
エ
を
活
用
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
も
積
極
的
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
年
末
年
始
を
除
い
て
年

間
を
通
し
て
利
用
可
能
で
、

毎
年
５
万
人
以
上
の
市
民
が

利
用
す
る
、
浜
田
市
の
文
化

振
興
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
大
切
な
施
設
で
す
。

　
し
か
し
、
開
館
か
ら
24
年

が
経
過
し
て
設
備
の
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
空
調
機
器

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
突

発
的
な
故
障
な
ど
を
防
ぐ
た

め
に
、
定
期
的
な
点
検
や
修

繕
の
必
要
性
が
生
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
職
員
の
勤
務
環

境
の
改
善
も
併
せ
て
行
う
た

め
に
、
平
成
31
年
４
月
か
ら

毎
週
月
曜
日
を
休
館
日
と
す

る
こ
と
な
り
ま
し
た
。

　
浜
田
市
は
、
65
歳
以
上
の

市
民
の
う
ち
約
４
人
に
１
人

が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
介

護
保
険
料
が
県
内
で
も
高
い

負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

努
力
に
よ
っ
て
介
護
認
定
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

休
館
日
を
月
曜
日
と

し
た
の
は
な
ぜ
？

家
族
が
急
い
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た

ど
う
し
て
も
月
曜
日

に
開
催
し
た
い
イ
ベ

介
護
予
防
を
す
る
た

め
に
は
、ど
う
す
る
の
？

過
去
３
年
間
の
利
用

状
況
を
調
査
し
た
結

通
常
、
介
護
申
請
か

ら
結
果
通
知
ま
で
は

石
央
文
化
ホ
ー
ル
の

管
理
や
運
営
を
定
め

①
筋
力
の
低
下
を
防

ぐ
た
め
の
「
百
歳
体

果
、
月
曜
日
が
最
も
利
用
率

が
低
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ま

た
、
施
設
の
利
用
は
金
曜
日

か
ら
日
曜
日
に
か
け
て
が
多

く
、
月
曜
日
を
休
館
日
と
す

る
こ
と
で
、
職
員
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
が
効
果
的
に
行
え

る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
県

内
の
他
の
文
化
施
設
に
お
い

て
も
、
約
30
の
施
設
の
う
ち

85
％
の
施
設
が
休
館
日
を
設

け
て
い
ま
す
。

40
日
。
ま
ず
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
う
す
る
と
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
可
能
（
た
だ
し
、

認
定
結
果
で
自
己
負
担
が
発

生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

た
条
例
に
は
、
開
館
時
間
及

び
休
館
日
に
つ
い
て
、「
指

定
管
理
者
は
、
必
要
が
あ
る

と
認
め
た
と
き
は
、
教
育
委

員
会
の
承
認
を
得
て
こ
れ
を

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
あ
り
ま
す
。
事
前
に
施
設

の
管
理
者
へ
相
談
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
月
曜
日

の
利
用
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

操
（
※
１
）」　
②
積
極
的
な

サ
ロ
ン
活
動
の
取
組
で
生
き

が
い
増
加　
③
食
事
バ
ラ
ン

ス
、
減
塩
、
高
タ
ン
パ
ク
質

の
食
事
に
心
が
け
る　
等
に

取
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

ン
ト
な
ど
が
あ
る
場
合
は
ど

う
す
る
の
？

い
と
き
は
、
ど
う
す
る
の
？

問

問

問

問

答

答

答

答

石央文化ホール（黒川町）大ホール

石央文化ホール（黒川町）外観

12月定例会

12月定例会

ﾄﾋ ｯ゚ｸｽ

ﾄﾋ ｯ゚ｸｽ

※１　百歳体操…重さを調整できるおもりを使った筋力運動の体操。 いすに座ってゆっくり手足を動かし、年齢を問わず行うことができる。

介 護 認 定 の 流 れ
介護申請
□まず、市役所窓口へ

認定調査
□調査員が聞き取り調査

意見書作成
主治医が意見書を作成調査書・特記事項作成

□認定調査表作成、コンピュータによる１次判定

介護認定審査会（２次判定）
□介護認定審査会が総合的に審査し、要介護状態区分を決定

認定結果の通知
□介護認定審査会で決定した要介護状態区分を通知

※現在、介護申請から結果通知までは１件約40日の時間を要しており、緊急でサー
ビスが必要な方については、暫定でサービスをご利用いただけます。

●　浜田市の65歳以上の市民で介護認定を受けている人－23％
●　浜田市の全人口に対し介護認定を受けている人－８％
現在の介護保険料基準額（月額）6,980円⇒H37年予測8,400円

介護度別在宅サービス利用割合　　　　　　　　　　　　浜田市
要介護度 受給者数（人）限度額超過者 ①利用平均値（円）②サービス基準額（円）割合（①／②）

要支援１ 284 0 18,950 50,030 38%
要支援２ 502 0 27,820 104,730 27%
要介護１ 949 7 69,450 166,920 42%
要介護２ 1,139 20 96,610 196,160 49%
要介護３ 523 12 153,860 269,310 57%
要介護４ 311 5 181,700 308,060 59%
要介護５ 198 3 228,740 360,650 63%

合計（及び平均） 3,906 47 9,666

浜田市対応 広域行政組合対応
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公
設
仲
買
人
売
場
の

お
魚
セ
ン
タ
ー
移
転
へ
向
け
て

来
年
度
中
に
全
幼
小
中
に

エ
ア
コ
ン
が
設
置

　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
を

買
取
り
、
そ
こ
に
仲
買
人
売

場
を
移
転
整
備
す
る
と
い
う

市
の
構
想
は
、
し
ば
ら
く
足

踏
み
状
態
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
度
、
買
取
り
条

件
の
調
整
が
つ
き
、
進
展
が

み
ら
れ
た
と
産
業
建
設
委
員

会
に
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

新
施
設
の
詳
細
は
、
検
討
委

員
会
に
て
今
後
議
論
さ
れ
ま

す
が
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
た
運
営
が
な
さ
れ
る

よ
う
指
定
管
理
者
制
度
を
用

い
た
い
と
の
こ
と
で
す
。
同

委
員
会
で
は
、
本
件
に
関
す

る
議
員
間
討
議
に
お
い
て
、

方
向
性
や
浜
田
港
全
体
の
活

性
化
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
高
度
衛
生
管
理
型
荷

さ
ば
き
所
も
建
設
さ
れ
、
水

揚
げ
か
ら
食
卓
ま
で
の
環
境

整
備
が
進
み
ま
す
が
、
浜
田

港
の
魅
力
化
に
向
け
て
更
に

議
論
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
の
異
常
な
猛
暑
、
ま

た
近
年
、
連
日
猛
暑
日
と
な

る
な
ど
厳
し
さ
が
増
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
幼
稚
園
や
学

校
で
の
暑
さ
対
策
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
年
度
当
初
は
平
成
30
年
度

か
ら
３
年
で
、
全
中
学
校
普

通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
る
予
定
で
し
た
。し
か
し
、

今
秋
、
国
が
創
設
し
た
臨
時

交
付
金
を
最
大
限
に
活
用
し

た
補
正
予
算
が
本
議
会
で
可

決
。
平
成
31
年
度
中
に
、
市

内
全
て
の
小
中
学
校
の
普
通

教
室
と
特
別
支
援
教
室
並
び

に
幼
稚
園
の
保
育
室
に
エ
ア

コ
ン
を
整
備
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
の
体
調
管
理
な

ど
安
心
し
て
幼
稚
園
、
学
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、

授
業
に
も
専
念
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

浜
田
市
水
産
物
仲
買

売
場
（
公
設
市
場
）

い
つ
設
置
さ
れ
る

の
？

高
度
衛
生
管
理
型
荷

さ
ば
き
所
は
ど
ん
な

エ
ア
コ
ン
を
使
用
す

る
室
温
、
湿
度
の
基

電
気
代
と
し
て
保
護

者
の
負
担
が
増
え
る

い
い
え
、
一
般
の
方

で
も
そ
の
日
に
獲
れ

す
で
に
工
事
は
開
始

し
て
お
り
、
平
成
30

魚
介
類
を
衛
生
に
保

ち
な
が
ら
競
り
が
行

国
の
「
学
校
環
境
衛

生
基
準
」を
参
考
に
、

保
護
者
の
負
担
が
増

え
る
こ
と
は
あ
り
ま

た
魚
介
類
を
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
は
、
午
前

６
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
開

店
し
て
い
ま
す
。
土
曜
日
が

お
休
み
で
す
が
、
営
業
し
て

い
る
お
店
も
あ
り
ま
す
。

年
度
中
に
中
学
校
３
年
教

室
、
特
別
支
援
教
室
が
終
了

予
定
で
す
。
そ
の
後
中
学
校

１・
２
年
教
室
、
小
学
校
普

通
教
室
・
特
別
支
援
教
室
、

幼
稚
園
保
育
室
の
計
画
で
、

平
成
31
年
度
中
に
は
設
置
が

完
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
仲

買
人
の
方
々
に
と
っ
て
は
良

い
環
境
が
整
い
ま
す
し
、
浜

田
の
魚
が
よ
り
安
心
で
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

一
般
的
に
室
温
は
28
度
以

下
、
湿
度
は
50
～
60
％
の
基

準
で
使
用
予
定
で
す
。

せ
ん
。

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
？

準
は
？

の
で
は
？

は
、
業
者
さ
ん
し
か
利
用
で

き
な
い
の
？

問

問

問

問問

答

答

答

答答

12月定例会

12月定例会

ﾄﾋ ｯ゚ｸｽ

ﾄﾋ ｯ゚ｸｽ

　《他市の状況は？》
今回の国の交付金を受け、県内他市町
村も小中学校、幼稚園において必要と
するすべての普通教室（保育室）に整
備する予定。

◆主なスケジュール

＜平成30年＞
・しまねお魚センターの買取方針決定（12月）

＜平成31年＞
・検討委員会設置（1月）
・新施設改修の方針決定（３月）
・しまねお魚センター閉店（５月）
・新施設の設置条例制定
・新施設の指定管理者募集・決定
・新施設の建物実施設計、改修工事

＜平成32年＞
・浜田漁港7号荷さばき所供用開始（4月予定）
・新施設へテナント入居、仲買移転
・新施設オープン（秋頃予定）

＜平成34年＞
・浜田漁港4号荷さばき所供用開始
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反対理由の詳細は、市議会ホームページをご覧ください。浜田市ホームページ→会議日程・結果→賛否の公開

　また、陳情について15件の審査を行いました。陳情の件名や審査の結果については市議会ホームページをご覧ください。
　浜田市ホームページ→請願・陳情・傍聴→請願・陳情の審査結果

平成30年12月定例会議案等の賛否の公開（本会議）

議案番号 議　案　名 賛成 反対
議案第64号 浜田市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営に関する条例の一部を改正する条例について 23 0 
議案第65号 浜田市行政組織条例の一部を改正する条例について　　　　　　　　　　　　　反対：川上、澁谷 21 2 

議案第66号 浜田市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について
　反対：西村 22 1 

議案第67号 浜田市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例について 23 0 
議案第68号 浜田市手数料条例の一部を改正する条例について 23 0 
議案第69号 浜田市立図書館条例の一部を改正する条例について　　　　　　　　　　　　　　　　反対：道下 22 1 
議案第70号 浜田市石央文化ホール条例の一部を改正する条例について　　　　　　　　　　　　　反対：道下 22 1 
議案第71号 浜田市国民宿舎千畳苑条例の一部を改正する条例について 23 0 
議案第72号 弥栄村定住化推進に関する条例の一部を改正する条例について 23 0 
議案第73号 指定管理者の指定について（浜田市波佐地場産業技術研修センター） 23 0 
議案第74号 指定管理者の指定について（浜田市縁の里地域振興施設） 23 0 
議案第75号 指定管理者の指定について（浜田市木田暮らしの学校） 23 0 
議案第76号 財産の取得について（浜田警察署殿町職員宿舎） 23 0 
議案第77号 市道路線の廃止について（横山線外） 23 0 
議案第78号 市道路線の認定について（浜田229号線外） 23 0 
議案第79号 平成30年度浜田市一般会計補正予算（第３号） 23 0 
議案第80号 平成30年度浜田市水道事業会計補正予算（第１号） 23 0 

議案第81号 浜田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例及び浜田市職員の給与の支給に関する条例の一部
を改正する条例について 23 0 

議案第82号 浜田市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について 23 0 
議案第83号 浜田市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例について 23 0 
議案第84号 指定管理者の指定について（リフレパークきんたの里） 23 0 
議案第85号 指定管理者の指定について（旭温泉あさひ荘） 23 0 
議案第86号 工事請負契約の締結について（浜田漁港７号荷さばき所建設に伴う建築主体工事） 23 0 
議案第87号 工事請負契約の締結について（浜田漁港７号荷さばき所建設に伴う電気設備工事） 23 0 
議案第88号 工事請負契約の締結について（浜田漁港７号荷さばき所建設に伴う機械設備工事） 23 0 
議案第89号 平成30年度浜田市一般会計補正予算（第４号） 23 0 
議案第90号 平成30年度浜田市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 23 0 
議案第91号 平成30年度浜田市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 23 0 
議案第92号 平成30年度浜田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 23 0 
議案第93号 平成30年度浜田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 23 0 
発議第３号 浜田市議会の会期等に関する条例の制定について 23 0 
発議第４号 浜田市議会会議規則の一部を改正する規則について 23 0 
発議第５号 浜田市議会委員会条例の一部を改正する条例について 23 0 
発議第６号 専決処分事項の指定についての一部を改正する指定について 23 0 

議案に対して討論を行いました

澁
谷
　
幹
雄

　
財
務
部
廃
止
は
、
財
務
部

所
管
の
「
財
政
課
」
を
総
務

部
に
、「
税
務
課
」
を
市
民

生
活
部
に
移
す
と
い
う
奇
妙

な
も
の
だ
。
浜
田
市
の
財
務

部
は
、
ふ
る
さ
と
寄
附
を
全

国
で
真
っ
先
に
取
組
み
、
そ

の
先
見
性
が
、
現
在
で
も
毎

年
10
億
円
以
上
の
寄
附
金
を

集
め
る
と
い
う
偉
大
な
実
績

の
あ
る
部
署
だ
。

　

今
回
の
変
更
は
、「
最
少

の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
を

義
務
付
け
る
地
方
自
治
法
の

本
旨
に
適
合
せ
ず
、
ス
リ
ム

化
に
よ
る
指
示
命
令
系
統
の

効
率
化
以
上
に
、
組
織
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
問
題
点
を

具
現
化
さ
せ
、
徴
収
率
の
低

下
や
不
納
欠
損
の
増
加
な

ど
、
信
頼
と
公
平
の
喪
失
、

浜
田
市
に
混
迷
を
も
た
ら
す

危
険
が
あ
り
こ
の
条
例
に
反

対
す
る
。

議
案
第
65
号

「…

浜
田
市
行
政
組
織
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
」

反
対
討
論…
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市政を問う 21名が論戦
（個人一般質問）

【一般質問とは】
各議員が市民の代表として、市長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来の方針などについて、所信や疑問を
ただすことです。
「議会だより」では限られた字数で編集しています。詳しい内容については市議会ホームページでご覧いただけます。

QRコードを読み取ると、各議員の質問の動画が視聴できます。

質
問
い
ま
、
生
き
残
り
の

仕
組
み
づ
く
り
に
挑
戦
す
る

待
っ
た
な
し
の
状
況
と
受
け

止
め
て
い
る
。
仕
組
み
を
創

る
こ
と
に
よ
り
、
引
続
き
こ

の
素
晴
ら
し
い
中
山
間
地
域

に
今
後
も
安
心
し
て
住
み
続

け
る
こ
と
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
中
山
間
地
域
に
お
い

て
は
、
過
疎
化
、
少
子
高
齢

化
が
進
み
、
慣
れ
た
故
郷
に

住
み
続
け
る
こ
と
が
難
し
く

な
る
状
況
が
今
後
と
も
予
想

さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
、
市
で
は
部
局
を
横
断

し
た
検
討
組
織
で
あ
る
「
中

山
間
地
域
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
て
中

山
間
地
域
に
必
要
な
施
策
を

検
討
し
て
い
る
。

質
問
少
子
高
齢
化
に
よ
る

人
口
減
少
な
ど
の
影
響
で
、

地
区
に
お
い
て
消
防
団
員
の

定
数
確
保
が
困
難
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
地
域
防
災
の
要
と

し
て
、
強
固
な
消
防
体
制
を

維
持
す
る
責
任
が
あ
る
が
、

こ
の
事
を
ど
の
様
に
受
け
止

め
て
い
る
か
を
問
う
。

消
防
長
消
防
団
員
を
確
保

し
地
域
防
災
力
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
は
最
も
重
要
で
、

今
後
も
対
策
を
講
じ
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
大
雪
時
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン

装
着
義
務
化
に
つ
い
て

○
村
祭
り
開
催
減
少
と
集
落

組
織
維
持
に
つ
い
て

○
無
縁
墓
建
立
と
集
落
供
養

参
り
に
つ
い
て

中
山
間
地
域
生
き
残
り
の

仕
組
み
づ
く
り
パ
ー
ト
Ⅶ

飛と
び

　
野の

　
弘こ

う

　
二じ

開催が減少している村祭り

質
問
中
山
間
地
域
の
高
齢

化
、
過
疎
化
が
進
み
農
業
の

担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
。

後
継
者
確
保
に
つ
い
て
問
う
。

産
業
経
済
部
長
島
根
県
や

し
ま
ね
農
業
振
興
公
社
や
ふ

る
さ
と
島
根
定
住
財
団
と
連

携
し
、
就
農
希
望
者
と
の
相

談
活
動
を
展
開
し
、
浜
田
市

内
で
の
就
農
希
望
者
に
は
、

ふ
る
さ
と
農
業
研
修
生
育
成

事
業
を
活
用
し
新
規
就
農
へ

向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
「
畦
畔
等
除
草
省
力

化
促
進
事
業
」
の
補
助
内
容

と
成
果
に
つ
い
て
問
う
。

産
業
経
済
部
長
セ
ン
チ
ピ

ー
ト
グ
ラ
ス
等
を
畦
畔
に
吹

き
付
け
る
「
畦
畔
等
除
草
省

力
化
促
進
事
業
」
は
、
全
市

事
業
と
し
て
平
成
29
年
度
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
吹
き
付

け
に
必
要
な
経
費
の
お
お
む

ね
２
分
の
１
を
支
援
し
、
平

成
29
年
度
実
施
面
積
１
万
２

２
７
７
㎡
、
平
成
30
年
度
実

施
予
定
面
積
は
３
万
６
４
８

５
㎡
で
、
取
組
面
積
は
年
々

拡
大
し
て
お
り
、
今
後
も
事

業
の
推
進
に
取
組
む
。

質
問
地
域
公
共
交
通
の
見

直
し
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
交
通
体
系
再
構
築
の
検
討

状
況
に
つ
い
て
問
う
。

地
域
政
策
部
長
「
地
域
公

共
交
通
再
編
計
画
」
の
計
画

期
間
が
今
年
度
末
で
終
了
す

る
。
新
た
な
計
画
で
は
、
地

域
の
実
情
に
合
っ
た
交
通
体

系
の
構
築
を
す
る
た
め
、
自

治
区
毎
に
現
状
分
析
と
課
題

の
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

中
山
間
地
域
の
課
題
解
決
へ
の

取
組
状
況
は

永な
が

　
見み

　
利と

し

　
久ひ

さ
地域公共交通
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質
問

高
齢
化
を
背
景
に
、

後
継
者
不
足
が
進
ん
で
い
る

が
、
認
定
農
業
者
の
状
況
を

問
う
。

産
業
経
済
部
長
認
定
農
業

者
は
57
経
営
体
あ
り
、
個
人

37
名
の
う
ち
後
継
者
が
い
る

方
は
26
名
だ
。

質
問
後
継
者
対
策
に
つ
い

て
問
う
。

市
長
認
定
農
業
者
は
、
専

業
農
家
と
し
て
農
業
の
牽
引

者
で
中
心
的
存
在
で
あ
り
関

係
機
関
と
連
携
し
、
可
能
な

限
り
後
押
を
行
う
。

質
問
過
疎
化
に
絡
み
、
地

域
で
発
生
す
る
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
自
治
会
や
地
域

団
体
が
連
携
し
、
地
域
運
営

組
織
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
と

思
う
が
市
の
考
え
を
問
う
。

地
域
政
策
部
長
多
様
化
す

る
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
有
効
な
組
織
だ
。
地
域

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
を
対

象
に
、
先
進
事
例
の
視
察
研

修
を
計
画
す
る
な
ど
し
て
、

組
織
化
に
向
け
た
機
運
の
醸

成
等
を
図
る
。

質
問
市
の
公
用
車
、
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
率

は
13
％
で
、
少
な
く
感
じ
る
。

生
活
路
線
バ
ス
に
は
、
取
り

付
け
を
最
優
先
で
取
組
む
べ

き
と
思
う
が
考
え
を
問
う
。

地
域
政
策
部
長
生
活
路
線

バ
ス
の
安
全
安
心
の
確
保
の

た
め
に
も
、
前
向
き
に
取
組

む
。

そ
の
他
の
質
問

〇
新
規
就
農
者
に
つ
い
て

○
防
災
気
象
情
報
に
つ
い
て

認
定
農
業
者
、
後
継
者
は大

丈
夫
か
？

串く
し

　
﨑ざ

き

　
利と

し

　
行ゆ

き
農業の担い手新規就農者

質
問

兵
庫
県
明
石
市
は
、

第
二
子
以
降
の
保
育
料
無
料

化
、
千
人
の
受
入
拡
大
に
よ

る
待
機
児
童
ゼ
ロ
、
医
療
費

の
無
料
化
、
離
婚
後
の
養
育

支
援
で
、
神
戸
市
と
姫
路
市

と
の
都
市
間
競
争
の
中
で
、

人
口
増
加
と
地
価
の
回
復
と

基
金
残
高
の
回
復
を
達
成
し

て
い
る
。
浜
田
市
も
子
育
て

支
援
と
ひ
と
り
親
支
援
を
強

化
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

健
康
福
祉
部
長
国
も
３
歳

児
以
降
の
保
育
料
を
完
全
無

償
化
。
浜
田
市
も
積
極
的
に

取
組
む
。

質
問
教
育
委
員
会
議
の
議

論
の
活
性
化
は
？

教
育
長
教
育
課
題
へ
の
研

修
も
開
始
し
た
。

質
問
浜
田
藩
12
代
藩
主
松

平
康
定
公
が
、
身
分
制
度
を

超
え
、
日
本
文
化
史
の
巨
星

伊
勢
松
阪
の
国
学
者
本
居
宣

長
に
感
謝
の
意
を
込
め
て
驛

鈴
を
贈
っ
た
逸
話
は
、
浜
田

藩
の
歴
史
で
最
も
輝
か
し
い

文
化
的
偉
業
だ
。
ま
た
初
代

浜
田
藩
主
古
田
重
治
公
が
、

伊
勢
松
阪
か
ら
入
府
し
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
浜
田
市
は

松
阪
市
と
縁
深
き
間
柄
だ
。

友
好
の
象
徴
と
し
て
、
開
府

４
０
０
年
に
当
た
り
驛
鈴
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
す
べ

き
で
は
な
い
か
？

市
長
城
山
公
園
か
御
便
殿

付
近
に
設
置
で
き
な
い
か
、

担
当
部
に
検
討
の
指
示
を
出

し
た
。

交
流
の
象
徴
「
驛
鈴
」

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
は
？

澁し
ぶ

　
谷た

に

　
幹み

き

　
雄お石央文化ホールに展示されている、

浜っ子春祭りでの「驛鈴みこし」　

質
問
風
し
ん
が
全
国
的
に

広
が
っ
て
お
り
、
全
国
で
２

千
人
を
超
え
た
よ
う
で
あ
る
。

妊
娠
初
期
の
人
が
感
染
す
る

と
、
胎
児
に
影
響
が
出
る
可

能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
抗
体
検
査
や
予
防
接
種
に

補
助
を
始
め
る
自
治
体
も
増

え
て
い
る
が
、
浜
田
市
の
今

後
の
対
応
を
問
う
。

健
康
福
祉
部
長
風
し
ん
が

東
京
な
ど
の
都
会
地
で
流
行

し
、
問
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
厚
生
労
働
省
が
全
国
的

な
対
策
を
検
討
し
て
お
り
、

今
後
も
引
き
続
き
情
報
収
集

し
て
対
応
を
検
討
す
る
。

質
問
島
根
県
で
も
１
人
の

感
染
者
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

特
に
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

や
、
妊
婦
の
同
居
家
族
な
ど

に
抗
体
検
査
や
予
防
接
種
を

勧
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

浜
田
市
と
し
て
国
に
先
が
け

た
対
応
は
考
え
ら
れ
な
い
か

問
う
。

市
長
現
在
市
で
の
感
染
者

は
い
な
い
が
波
及
す
る
可
能

性
も
あ
る
。
国
は
30
歳
か
ら

50
歳
の
男
性
へ
の
抗
体
検
査

や
予
防
接
種
を
検
討
し
て
い

る
が
、
こ
の
質
問
を
受
け
協

議
す
る
な
か
で
、
国
に
先
行

す
る
取
組
み
は
で
き
な
い
か

指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
対
策

と
し
て
女
性
を
含
む
家
族
に

対
す
る
予
防
接
種
を
検
討
し

て
い
く
。

風
し
ん
対
策国

に
先
が
け
た
対
応
策
を

柳な
ぎ

　
楽ら

　
真ま

智ち

子こ

厚生労働省啓発ポスター
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質
問
部
活
動
に
お
け
る
教

員
の
負
担
軽
減
や
指
導
体
制

の
充
実
へ
、
早
期
の
外
部
か

ら
の
部
活
動
指
導
員
導
入
へ

の
考
え
を
問
う
。

教
育
長
今
年
度
、
市
内
全

て
の
中
学
校
に
、
顧
問
教
員

の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
、
部

活
動
指
導
員
の
候
補
に
成
り

得
る
地
域
指
導
者
を
延
べ
18

人
任
用
し
た
。
今
後
、
県
に

よ
る
指
導
員
の
採
用
基
準
や

職
務
基
準
の
決
定
及
び
他
市

の
動
向
や
学
校
現
場
の
意
見

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
学
校
現

場
が
運
用
し
や
す
い
制
度
と

な
る
よ
う
取
組
む
。

質
問
浜
田
市
の
下
水
道
事

業
は
、
人
口
減
少
や
費
用
対

効
果
を
踏
ま
え
、
助
成
金
拡

充
と
戸
別
の
合
併
浄
化
槽
事

業
に
方
向
転
換
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

上
下
水
道
部
長
合
併
浄
化

槽
の
普
及
は
、
市
の
汚
水
処

理
整
備
推
進
に
有
効
で
あ

り
、
県
計
画
を
踏
ま
え
つ
つ

下
水
道
計
画
の
見
直
し
及
び

助
成
費
の
拡
充
を
図
る
。

質
問

市
の
水
産
業
活
性

へ
、
資
源
管
理
か
ら
流
通
に

至
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
を

図
る
こ
と
へ
の
考
え
を
問
う
。

産
業
経
済
部
長
先
進
地
の

事
例
を
し
っ
か
り
研
究
し
、

水
産
業
活
性
へ
取
組
む
。

そ
の
他
の
質
問

○
学
校
教
育
で
の
職
場
体

験
、
出
張
授
業
に
つ
い
て

○
結
婚
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

○
外
国
人
就
労
者
と
の
対
応

改
善
に
つ
い
て

早
期
の
外
部
指
導
員
確
保
で

部
活
動
の
充
実
を

道み
ち

　
下し

た

　
文ふ

み

　
男お

部活動の指導体制充実を

質
問
「
浜
田
開
府
４
０
０

年
祭
」
が
春
夏
秋
冬
の
四
つ

の
陣
で
開
催
さ
れ
る
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
の
目
的
を
問
う
。

市
長
一
つ
目
は
歴
史
・
文

化
の
再
認
識
と
次
世
代
へ
の

継
承
で
、
二
つ
目
は
交
流
人

口
と
関
係
人
口
の
拡
大
を
掲

げ
て
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

質
問
事
業
が
果
た
す
役
割

と
目
指
す
も
の
は
何
か
問
う
。

市
長
特
に
こ
の
節
目
に
若

い
世
代
へ
の
郷
土
へ
の
愛
着

と
誇
り
を
育
ん
で
も
ら
う
こ

と
で
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
上
で
は
大
変

重
要
だ
と
考
え
る
。

　

関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
市

民
が
楽
し
く
参
加
す
る
な
か

で
、
浜
田
開
府
４
０
０
年
を

考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
で

あ
る
。

質
問
実
物
の
70
％
ほ
ど
の

浜
田
城
を
巨
大
な
バ
ル
ー
ン

で
再
現
す
る
計
画
が
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
実
現

化
に
向
け
模
索
中
だ
が
、
実

現
し
た
場
合
、
イ
ベ
ン
ト
事

業
で
の
活
用
な
ど
支
援
策
に

つ
い
て
問
う
。

市
長
市
が
購
入
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
リ
ー
ス
料

の
支
援
は
可
能
だ
。

浜
田
開
府
４
０
０
年
祭
事
業
の

目
指
す
も
の
と
は
？

岡お
か

　
本も

と

　
正ま

さ

　
友と

も
巨大バルーンの城

浜っ子春まつり

質
問
浜
田
開
府
４
０
０
年

祭
関
連
事
業
の
「
浜
田
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
事
業
」
で
、

浜
田
に
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い

方
を
招
く
よ
り
も
、
浜
田
を

長
く
離
れ
て
い
る
方
に
帰
っ

て
来
て
も
ら
い
、
浜
田
の
良

さ
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
い

て
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に

つ
な
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長
今
回
は
同

じ
名
前
を
持
つ
「
浜
田
さ
ん
」

に
来
て
い
た
だ
き
、
関
係
人

口
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

る
。
移
住
・
定
住
人
口
拡
大

に
は
他
の
事
業
を
活
用
す
る
。

質
問
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ

ー
ラ
ム
と
同
時
に
「
北
前
船

寄
港
地
干
物
サ
ミ
ッ
ト
」
を

開
催
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
興
味
深
い
提
案
だ
と

思
う
の
で
、
開
催
を
検
討
し

て
み
た
い
。

質
問
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜

田
は
石
見
地
区
唯
一
の
ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
場
で
あ
る
。
そ

の
価
値
を
生
か
し
、
近
隣
施

設
の
ア
ク
ア
ス
と
も
連
携
し

観
光
施
設
と
し
て
活
用
を
図

っ
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
こ
れ
ま
で
検
討
し

た
こ
と
は
な
い
。

産
業
経
済
部
長
誘
客
、
経

済
効
果
も
期
待
で
き
る
の
で

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
浜
田
市
の
面
積
の
８

割
を
占
め
る
森
林
資
源
の
活

用
に
つ
い
て
、
市
の
方
針
は
。

総
務
部
長
循
環
型
林
業
を

進
め
、
木
材
産
業
の
発
展
と

環
境
保
全
の
両
立
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
は
浜
田
の
財
産

活
用
・
存
続
を

西に
し

　
川か

わ

　
真し

ん

　
午ごサン・ビレッジ浜田

（石見地区唯一のアイススケート場）
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質
問
水
道
管
路
１
１
０
０

㎞
の
う
ち
、
老
朽
管
・
未
耐

震
管
路
更
新
の
想
定
額
は
？

上
下
水
道
部
長
浜
田
市
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
で
３
０
５
億
円

と
想
定
し
て
い
る
。

質
問
耐
震
対
策
は
浄
水
場

や
配
水
池
も
必
要
だ
が
対
策

費
用
は
い
く
ら
か
か
る
か
？

上
下
水
道
部
長
更
新
相
当

額
は
約
４
２
２
億
円
と
考
え

て
い
る
。

質
問

合
わ
せ
て
総
額
約

７
２
７
億
円
。
浜
田
市
の
予

算
総
額
の
約
１
年
半
分
に
な

る
が
間
違
い
な
い
か
？

財
務
部
長
間
違
い
な
い
。

質
問
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ

る
60
年
で
更
新
す
る
計
画
だ

と
、
毎
年
約
12
億
円
必
要
だ

が
実
行
可
能
か
？

上
下
水
道
部
長
先
の
こ
と

は
言
え
な
い
が
、
水
道
経
営

が
難
し
く
な
る
こ
と
は
言
え

る
。

質
問
災
害
の
多
発
し
て
い

る
現
在
、
早
急
に
取
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
が

ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
？

上
下
水
道
部
長
災
害
な
ど

危
機
管
理
上
か
ら
、
基
幹
管

路
を
優
先
し
な
が
ら
路
線
改

良
も
並
行
し
て
行
う
。

質
問
低
い
黒
川
地
区
か
ら

今
福
地
区
へ
送
水
し
て
い
る

が
有
効
な
方
策
か
？

上
下
水
道
部
長
統
合
に
関

し
て
当
時
有
効
と
判
断
し
た
。

質
問
耐
震
対
策
と
し
て
他

系
統
と
の
連
絡
管
を
検
討
さ

れ
た
い
。

上
下
水
道
部
長
財
源
を
含

め
検
討
す
る
。

水
道
管
・
施
設
更
新
に

今
後
７
２
７
億
円
も
必
要
！

川か
わ

　
上か

み

　
幾い

く

　
雄お

完成時（平成12年）の黒川水源

質
問
市
内
で
働
く
外
国
人

労
働
者
数
と
在
留
資
格
、
就

学
児
童
・
生
徒
数
は
？

産
業
経
済
部
参
事
10
月
31

日
現
在
５
３
６
人
。
在
留
資

格
は
高
度
な
専
門
人
材
26

人
、
技
能
実
習
生
２
５
９
人

な
ど
。
外
国
籍
の
就
学
児

童
・
生
徒
は
17
人
。

質
問
技
能
実
習
生
の
失
踪

事
例
の
把
握
と
検
証
は
？

産
業
経
済
部
参
事
過
去
に

あ
っ
た
が
個
人
情
報
の
た
め

提
供
さ
れ
ず
受
入
れ
企
業
や

管
理
団
体
で
も
把
握
、
検
証

は
困
難
と
伺
っ
て
い
る
。

質
問
外
国
人
労
働
者
や
家

族
の
日
本
語
教
育
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
問
う
。

産
業
経
済
部
参
事
日
本
語

を
喋
れ
な
い
学
生
は
い
な
い

と
聞
く
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

日
本
語
教
室
は
後
継
者
不
足

等
で
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

質
問

文
化
・
教
育
・
福
祉
・

医
療
等
の
対
応
を
問
う
。

産
業
経
済
部
参
事
市
役
所

内
に
横
断
的
な
関
係
を
作
り

外
国
人
住
民
と
共
に
暮
ら
し

や
す
い
街
づ
く
り
に
取
組
む
。

質
問
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
（
情
報
通
信
技
術
）
に

伴
う
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
、
電
磁

波
等
健
康
被
害
の
影
響
に
対

す
る
認
識
と
対
策
を
問
う
。

教
育
部
長
心
身
へ
の
影
響

の
根
拠
は
不
明
。
文
科
省
等

か
ら
危
険
性
の
通
知
は
な
い
。

動
向
を
注
視
し
対
応
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

◯
市
の
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
に
つ
い
て　

他

外
国
人
材
受
入
拡
大
と

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

小お

　
川が

わ

　
稔と

し

　
宏ひ

ろ
出所）文部科学省学校保健統計調査より

質
問
海
洋
教
育
に
つ
い
て

の
今
後
の
構
想
は
？

教
育
長
水
産
高
校
等
の
魅

力
化
も
含
め
、
多
様
的
に
連

携
を
し
な
が
ら
幼
小
中
の
体

験
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
郷
育
に
も
つ
な
げ

る
意
味
で
も
、
市
内
で
特
に

進
ん
で
い
る
学
校
を
モ
デ
ル

と
し
て
、
市
内
全
体
へ
広
め

て
い
き
た
い
。

質
問
浜
田
の
重
要
な
地
域

資
源
の
海
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
は
？

産
業
経
済
部
長
ブ
ル
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
な
ど
観
光
の
視
点

で
も
、
民
間
の
力
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

質
問
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
受
入
れ
に
つ
い
て
今
後
の

考
え
は
？

市
長
今
ま
で
浜
田
に
お
い

て
は
受
入
れ
が
少
な
く
、
ま

た
国
も
増
員
を
推
進
し
て
い

る
の
で
、
来
年
度
か
ら
３
カ

年
で
10
人
程
度
の
受
入
れ
を

検
討
し
、
事
業
承
継
不
足
の

解
決
に
も
生
か
し
た
い
。

質
問
市
の
就
学
支
援
を
利

用
し
た
保
育
士
、
准
看
護
師

の
市
内
へ
の
定
着
状
況
は
？

健
康
福
祉
部
長
ど
ち
ら
も

８
割
前
後
定
着
し
て
い
る
。

質
問
介
護
福
祉
士
も
人
材

不
足
が
課
題
で
あ
る
。
市
の

就
学
支
援
を
拡
充
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
？

健
康
福
祉
部
長
必
要
と
感

じ
て
い
る
の
で
、
現
在
も
研

究
検
討
し
て
い
る
。
今
後
も

引
続
き
検
討
し
て
い
く
。

浜
田
の
魅
力海

を
生
か
し
た
取
組
を
！

村む
ら

　
武た

け

　
ま
ゆ
み

長浜小学校の海洋教育(カヌー体験)
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質
問
島
根
風
力
発
電
事
業

の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
風
力
発
電
施
設
の
規
模

が
大
き
く
、
身
体
や
環
境
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
の

心
配
の
声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
弥
栄
自
治

区
協
議
会
か
ら
は
飲
料
水
や

河
川
水
質
へ
の
影
響
、
土
砂

災
害
な
ど
８
項
目
に
わ
た
り

反
対
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
。
国
内
で
同
規
模
の

建
設
実
績
が
な
い
こ
と
や
地

域
に
及
ぼ
す
影
響
は
相
当
な

規
模
で
あ
る
こ
と
が
想
像
で

き
、
懸
念
し
て
い
る
。

質
問
同
時
に
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
他
地
域
で
の
状

況
は
ど
う
か
問
う
。

市
民
生
活
部
長
和
歌
山
の

二
つ
の
事
業
で
は
自
然
へ
の

悪
影
響
や
健
康
被
害
へ
の
懸

念
、
事
業
者
の
対
応
の
悪
さ

な
ど
か
ら
反
対
運
動
が
起
こ

っ
て
い
る
。

質
問
10
年
前
か
ら
取
組
ん

で
き
た
学
校
図
書
館
活
用
教

育
事
業
に
つ
い
て
、
当
市
で

は
司
書
さ
ん
の
ご
努
力
な
ど

に
よ
り
、
図
書
館
環
境
を
は

じ
め
、
学
校
図
書
館
活
用
教

育
が
大
き
く
進
め
ら
れ
て
い

る
。
す
で
に
先
進
的
な
取
組

事
例
に
な
っ
て
い
る
と
も
思

う
が
ど
う
か
。

教
育
長
教
員
と
学
校
司
書

の
連
携
が
図
ら
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
様
々
な
力
が
育
っ
て

い
る
も
の
と
感
じ
て
お
り
、

県
外
の
研
修
講
師
か
ら
も
高

い
評
価
が
あ
る
。
取
組
の
情

報
発
信
も
さ
ら
に
行
い
た
い
。

大
型
風
力
発
電
施
設
建
設
へ
の

市
民
の
声
は
ど
う
か

佐さ

々さ

木き

　
豊と

よ

　
治は

る
風力発電施設

質
問
社
会
教
育
（
学
校
以

外
で
の
学
習
の
場
）
の
必
要

性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長
地
域
づ
く
り
の
た
め

の
人
材
育
成
に
お
い
て
、
大

き
な
役
割
が
あ
る
。

質
問
公
民
館
は
「
人
・
地

域
づ
く
り
の
た
め
の
学
習
の

場
」。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
へ
の
移
行
が
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
視
点
や
機

能
は
担
保
さ
れ
る
か
。

教
育
長
こ
れ
ま
で
の
公
民

館
活
動
は
そ
の
ま
ま
に
、
ま

ち
づ
く
り
の
実
践
機
能
を
加

え
た
二
枚
看
板
。

質
問
地
域
や
保
護
者
が
学

校
運
営
に
参
画
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
は

検
討
さ
れ
た
か
。
学
校
を
核

と
し
た
地
域
づ
く
り
を
目
指

す
べ
き
。

教
育
長
当
市
は
学
校
評
議

員
制
度
と
学
校
支
援
地
域
本

部
事
業
で
、
地
域
と
連
携
し

た
学
校
運
営
並
び
に
支
援
体

制
は
で
き
て
い
る
と
い
う
認

識
。
こ
れ
を
引
き
続
き
推
進

し
て
い
く
。

質
問
高
校
の
魅
力
化
事
業

が
始
ま
る
が
、
事
業
推
進
の

体
制
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。
市
役
所
、学
校
、地

域
、
Ｏ
Ｂ
な
ど
、
多
く
の
人

が
関
わ
る
チ
ー
ム
が
必
要
。

教
育
部
長
ま
ち
づ
く
り
担

当
部
局
も
加
わ
っ
て
連
絡
会

を
設
置
。
公
民
館
を
中
心
に

体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

質
問
ひ
と
づ
く
り
を
最
重

要
施
策
に
。
垣
根
を
超
え
た

教
育
環
境
づ
く
り
の
推
進
を
。

垣
根
を
超
え
た

教
育
環
境
づ
く
り
の
推
進
を

三み

　
浦う

ら

　
大ひ

ろ

　
紀きコミュニティスクールにおけるポイントの

一つ「熟議」＊文部科学省「学校運営協議会」
設置の手引き　より

質
問
水
産
業
の
活
性
化
に

つ
い
て
、
順
調
に
進
ん
で
い

る
の
か
？

市
長
漁
船
支
援
、
市
場
整

備
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
が
、

漁
港
周
辺
整
備
は
道
半
ば
だ
。

質
問
子
育
て
し
な
が
ら
働

け
る
よ
り
良
い
環
境
づ
く
り

に
つ
い
て
、
順
調
に
進
ん
で

い
る
の
か
？

市
長

医
療
費
に
つ
い
て

は
、
中
学
生
ま
で
拡
充
し
、

就
学
前
ま
で
無
料
化
を
実
施

し
た
が
、
出
生
数
が
増
加
し

て
お
ら
ず
、
効
果
が
ま
だ
表

れ
て
い
な
い
。
道
半
ば
だ
。

質
問
学
力
向
上
に
つ
い
て
、

順
調
に
進
ん
で
い
る
の
か
？

市
長
国
語
教
育
、
家
庭
学

習
な
ど
様
々
な
こ
と
に
取
組

ん
で
少
し
ず
つ
効
果
が
出
て

い
る
が
、
教
育
に
は
時
間
が

か
か
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
自
治
区
制
度
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
方
針
決
定
ま

で
の
過
程
は
？

地
域
政
策
部
長
各
自
地
区

の
地
域
協
議
会
を
中
心
に
協

議
し
た
も
の
を
ま
と
め
、
来

年
３
月
議
会
で
方
針
を
示

し
、
９
月
議
会
で
条
例
改
正

の
議
案
を
提
出
し
た
い
。

「
元
気
な
浜
田
」
事
業

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
順
調
か
？

笹さ
さ

　
田だ

　
　
　
卓た

く
医療助成は高校卒業まで拡充を！

浜田漁港の賑わいづくりが必要！

1．多くの当事者（保護者、教員、地域住民等）
が集まって、

2．課題について学習・熟慮し、議論をするこ
とにより、

３．互いの立場や果たすべき役割への理解が深
まるとともに、

4．それぞれの役割に応じた解決策が洗練され、
５．個々人が納得して自分の役割を果たすよう

になる
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質
問
高
潮
や
豪
雨
に
よ
る

家
屋
浸
水
が
近
年
増
加
し
て

い
る
が
、
対
策
を
問
う
。

都
市
建
設
部
長
一
番
は
地

盤
の
か
さ
上
げ
だ
が
、
対
策

は
ゲ
ー
ト
の
設
置
と
排
水
ポ

ン
プ
の
配
備
だ
。研
究
す
る
。

質
問
中
学
校
へ
の
防
災
教

育
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
部
長
二
中
や
旭
中
な

ど
１
年
を
通
し
防
災
講
座
を

行
っ
て
い
る
。
地
域
防
災
の

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
意

識
の
醸
成
が
図
ら
れ
る
。

質
問
浜
田
開
府
４
０
０
年

を
機
に
、
ゆ
か
り
の
場
所
を

巡
る
散
策
コ
ー
ス
や
、
案
内

板
な
ど
の
設
置
は
必
要
で
は

な
い
か
問
う
。

教
育
部
長
ゆ
か
り
の
コ
ー

ス
は
観
光
協
会
の
Ｈ
Ｐ
で
紹

介
し
て
い
る
。
説
明
板
は
城

下
町
の
様
子
が
分
か
る
よ
う

設
置
に
向
け
準
備
す
る
。

質
問
国
の
中
山
間
地
域
で

の
Ａ
Ｉ
自
動
運
転
バ
ス
モ
デ

ル
事
業
の
誘
致
を
問
う
。

地
域
政
策
部
長
実
現
す
れ

ば
公
共
交
通
対
策
の
新
た
な

展
望
が
開
け
る
。
策
定
中
の

地
域
公
共
交
通
再
編
計
画
に

研
究
す
る
事
を
盛
り
込
む
。

高
潮
・
低
地
の
浸
水
対
策

根
本
的
な
解
決
策
が
必
要

野の

　
藤ふ

じ

　
　
　
薫か

お
る

ＡＩバス（国交省ＨＰより）

高潮による浸水被害

質
問
住
民
自
治
推
進
の
基

本
と
な
る
自
治
基
本
条
例
の

制
定
の
考
え
は
な
い
か
。

地
域
政
策
部
長
地
域
と
行

政
の
役
割
な
ど
を
明
ら
か
に

す
る
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
の

た
め
の
条
例
」
制
定
を
検
討

し
た
い
。

質
問
歴
史
を
生
か
す
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
歴
史
文
化

基
本
構
想
の
策
定
の
考
え
は
。

教
育
長
文
化
財
調
査
を
進

め
て
お
り
、
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
の
策
定
を
検
討

し
た
い
。

質
問
観
光
を
生
か
す
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ（
※

１
）
設
立
の
考
え
は
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で

登
録
さ
れ
る
と
国
か
ら
交
付

金
な
ど
の
支
援
が
あ
り
、
島

根
県
、
周
辺
市
町
と
も
協
議

し
研
究
し
た
い
。

質
問
琴
浦
町
は
地
方
創
生

で
健
康
増
進
や
介
護
予
防
事

業
で
、
介
護
保
険
料
を
１
割

引
き
下
げ
た
が
、
先
進
例
を

活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
有
効
な
取

組
は
積
極
的
に
活
用
を
拡
大

し
取
組
み
た
い
。

質
問
県
立
大
学
は
地
域
共

創
研
究
セ
ン
タ
ー
新
設
、
地

域
政
策
学
部
設
置
な
ど
、
地

域
貢
献
に
向
け
、
改
革
さ
れ

る
が
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

地
域
政
策
部
長
県
西
部
は

中
山
間
地
域
の
研
究
フ
ィ
ー

ル
ド
の
宝
庫
で
あ
り
、
大
学

を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
連
携
し
て
取
組
み
た

い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
の

制
定
は
待
っ
た
な
し

芦あ
し

　
谷た

に

　
英ひ

で

　
夫お地域貢献大学へ 県立大学（浜田を元気

にするアイデアコンテスト平成３0.12.14）

質
問
今
回
の
補
正
予
算
に

計
上
さ
れ
て
い
る
小
中
学
校

と
幼
稚
園
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
事
業
の
概
要
を
問
う
。

教
育
部
長
国
の
補
正
予
算

で
創
設
さ
れ
た
交
付
金
事
業

を
活
用
し
、
31
年
度
に
中
学

校
１
・
２
年
生
の
教
室
、
小

学
校
の
普
通
教
室
と
特
別
支

援
教
室
、
幼
稚
園
の
保
育
室

へ
の
設
置
を
行
う
。

質
問
９
月
の
予
算
決
算
委

員
会
で
示
さ
れ
た
設
置
計
画

の
財
源
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
部
長
当
時
、
国
の
補

正
予
算
策
定
の
情
報
も
あ

り
、
そ
の
事
業
活
用
を
前
提

に
計
画
し
た
。
国
の
事
業
を

活
用
で
き
な
い
場
合
は
、
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
で
対
応
す

る
考
え
で
あ
っ
た
。

質
問
小
中
学
校
の
特
別
教

室
お
よ
び
体
育
館
へ
の
設
置

計
画
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
部
長
特
別
教
室
に
つ

い
て
は
、
利
用
頻
度
を
考
慮

し
計
画
を
立
て
た
い
。
体
育

館
に
つ
い
て
は
、
１
校
あ
た

り
小
学
校
７
千
万
円
、
中
学

校
１
億
円
の
工
事
費
が
か
か

る
た
め
困
難
で
あ
る
。

質
問
普
通
教
室
に
は
エ
ア

コ
ン
が
設
置
さ
れ
た
が
、
特

別
教
室
や
体
育
館
に
つ
い
て

は
設
置
計
画
さ
え
も
な
い
状

況
が
続
く
こ
と
を
市
民
は
許

さ
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
長
特
別
教
室
に
つ
い

て
は
、
早
急
に
計
画
を
策
定

し
た
い
。
体
育
館
に
つ
い
て

は
、
他
の
市
町
村
の
動
向
も

見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

特
別
教
室
、
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
計
画
必
要

西に
し

　
村む

ら

　
　
　
健け

ん
今年度は中学３年の教室にエアコン設置

※１. ＤＭＯ＝（Destination Management Organizationデスティネーション・マネー
ジメント・オーガニゼーション）の頭文字の略、地域が一体となってあらゆる資源を結
合させ、魅力的な観光地づくりを進める組織で観光庁に登録する。
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質
問
ふ
る
さ
と
寄
附
の
高

齢
者
福
祉
及
び
地
域
医
療
の

充
実
に
関
す
る
事
業
分
を
活

用
し
て
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

が
復
活
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
限
ら
れ
た

方
だ
け
が
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
は
な
く
、
誰
も
が
よ

り
身
近
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
も

の
を
推
進
し
た
い
。

質
問
青
少
年
の
健
全
育
成

に
関
す
る
事
業
分
は
、
主
に

教
育
環
境
整
備
に
活
用
さ
れ

て
い
る
が
、
直
接
青
少
年
の

健
全
育
成
に
関
わ
る
ス
ポ
ー

ツ
団
体
、
文
化
団
体
に
補
助

し
て
伸
び
る
芽
を
伸
ば
す
環

境
整
備
に
活
用
し
て
は
。

教
育
長
常
々
考
え
て
い
る

こ
と
だ
が
、
外
部
の
力
も
含

め
て
財
務
部
と
し
っ
か
り
協

議
し
た
い
。

質
問
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

の
使
途
見
込
で
、
今
後
４
年

間
で
８
億
１
千
万
余
の
数
字

を
示
さ
れ
た
理
由
は
。

財
務
部
長
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
ご
賛
同
が
い
た
だ

け
る
状
況
に
な
っ
た
ら
事
業

着
手
し
た
い
。
あ
く
ま
で
、

平
成
29
年
度
の
中
期
財
政
計

画
の
暫
定
的
計
上
で
あ
る
。

質
問
市
長
の
目
指
さ
れ
る

具
体
的
な
元
気
な
浜
田
の
イ

メ
ー
ジ
は
。

市
長
総
合
振
興
計
画
に
掲

げ
て
い
る
「
住
み
た
い　

住

ん
で
よ
か
っ
た　

魅
力
い
っ

ぱ
い　

元
気
な
浜
田
」
が
目

指
す
べ
き
将
来
像
だ
と
考
え

て
い
る
。

財
政
と
ふ
る
さ
と
寄
附
活
用
の

考
え
方
に
つ
い
て

西に
し

　
田た

　
清き

よ

　
久ひ

さ
中学校柔道三隅大会

質
問
美
川
・
弥
栄
地
区
で

計
画
中
の
会
社
の
実
態
を
問

う
。

市
民
生
活
部
長
こ
の
会
社

は
、
日
本
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
親
会
社
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
本
社
を
置
き
、
資
本
金

は
、
10
万
円
で
あ
る
。

質
問
建
設
予
定
地
の
西
に

水
源
が
あ
り
出
力
も
大
き
い

が
、
問
題
は
な
い
か
。
地
元

が
反
対
し
て
お
り
、
私
も
絶

対
反
対
で
あ
る
。

市
民
生
活
部
長
市
長
意
見

は
、
水
質
へ
の
悪
影
響
や
規

模
が
大
き
く
、
事
業
の
取
り

や
め
を
含
め
事
業
見
直
し
を

知
事
に
提
出
、
知
事
は
そ
れ

を
受
け
て
、
経
済
産
業
省
に

重
大
な
環
境
問
題
が
起
こ
る

と
指
摘
し
て
い
る
。

質
問
開
府
４
０
０
年
に
あ

た
り
、
永
年
交
流
を
さ
れ
た

先
輩
議
員
を
顕
彰
し
て
は
ど

う
か
問
う
。

産
業
経
済
部
長
現
在
、
内

部
協
議
中
で
検
討
す
る
。

質
問
驛
鈴
設
置
は
、
全
額

税
金
投
入
で
は
な
く
ヨ
シ
タ

ケ
さ
ん
の
碑
と
同
様
、
寄
附

を
集
め
て
は
。

市
長
仮
に
つ
く
る
と
す
れ

ば
、
松
阪
市
と
の
ご
縁
の
象

徴
と
な
る
と
思
う
が
、
そ
こ

に
寄
附
が
入
る
と
市
民
の
理

解
が
得
ら
れ
や
す
い
と
思
う
。

美
川
・
弥
栄
の
風
力
発
電
計
画
は
、

絶
対
反
対

牛う
し

　
尾お

　
　
　
昭あ

き
ら

稼働中の風力発電

質
問
浜
田
市
で
準
要
保
護

児
童
生
徒
就
学
援
助
を
受
け

て
い
る
世
帯
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。
そ
の
人
数
は
？

教
育
部
長
平
成
27
年
６
７

３
名
28
年
７
０
０
名
29
年
７

９
９
名
で
増
加
傾
向
に
あ
る
。

質
問
増
加
の
原
因
は
？

教
育
部
長
長
引
く
景
気
の

低
迷
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
増

加
に
加
え
、
保
護
者
へ
の
周

知
の
方
法
を
統
一
し
制
度
に

対
す
る
理
解
が
浸
透
し
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

質
問
採
択
基
準
は
国
・
県

が
定
め
て
い
る
の
か
？

教
育
部
長
各
市
町
村
で
定

め
て
い
る
所
得
基
準
は
国
の

基
準
を
準
用
し
て
い
る
。

質
問
国
・
県
の
予
算
で
支

援
を
行
う
の
か
？

教
育
部
長
国
・
県
か
ら
の

予
算
で
は
な
く
、
市
町
村
の

予
算
で
ま
か
な
っ
て
い
る
。

質
問
就
学
援
助
は
小
中
学

生
が
対
象
で
あ
り
、
高
校
生

か
ら
は
な
く
な
る
。
必
要
性

が
高
ま
る
状
況
を
踏
ま
え
て

通
学
定
期
券
購
入
補
助
事
業

を
、
生
活
が
困
難
な
世
帯
へ

の
、
拡
充
を
検
討
し
て
み
て

は
ど
う
か
？

地
域
政
策
部
長
こ
の
制
度

は
１
日
５
０
０
円
を
超
え
る

高
額
な
通
学
費
を
支
援
す
る

制
度
で
あ
り
、
所
得
を
条
件

に
考
え
た
こ
と
は
な
い
が
、

市
民
生
活
の
大
変
さ
を
踏
ま

え
て
今
年
度
の
交
通
再
編
計

画
の
な
か
で
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
町
内
会
組
織
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

学
習
機
会
の
担
保
を

沖お
き

　
田た

　
真し

ん

　
治じ

明るく活発な意見を交わす子ども
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ランドカーはゴルフ場や
テーマパークで活躍中

質
問
鉄
道
遺
産
、
今
福
線

一
番
の
見
所
、
旧
線
と
新
線

が
交
わ
る
付
近
は
普
段
フ
ェ

ン
ス
で
遮
断
さ
れ
て
い
る
。

通
行
で
き
る
よ
う
に
観
光
客

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
き
だ
。

産
業
経
済
部
長
新
た
な
手

す
り
を
設
け
る
な
ど
し
て
環

境
整
備
を
前
向
き
に
検
討
す

る
。

質
問
話
題
や
誘
客
の
た
め
、

ラ
ン
ド
カ
ー
の
導
入
、
ト
ン

ネ
ル
で
の
暗
闇
婚
活
や
暗
闇

寄
席
な
ど
の
取
組
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長
先
進
地
の

事
例
も
参
考
に
、
行
政
主
体

で
な
く
諸
団
体
と
協
議
す
る
。

質
問
し
っ
か
り
翻
訳
し
た

外
国
人
向
け
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
て
い
る
の
か
。

産
業
経
済
部
長
市
内
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
掲
載
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
作
成
し
て
い
る
。

質
問

無
料
Wi-

Fi
の
環
境

が
整
っ
て
い
る
観
光
拠
点
と
、

今
後
の
整
備
計
画
を
問
う
。

産
業
経
済
部
長
ア
ク
ア
ス
、

お
魚
セ
ン
タ
ー
な
ど
７
カ
所

で
整
備
。
今
年
度
中
に
市
民

サ
ロ
ン
な
ど
４
カ
所
を
行
う
。

質
問
観
光
協
会
で
の
音
声

翻
訳
機
配
置
に
つ
い
て
問
う
。

産
業
経
済
部
長
検
討
す
る
。

訪
日
外
国
人
観
光
客
促
進
に
向
け
て

課
題
の
対
応
を

布ふ

　
施せ

　
賢け

ん

　
司じ

　自治区制度等行財政改革推進特別委員会は、昨年の12月からこれまでに11回の
会議を開催し、浜田那賀方式自治区制度についての議論を行い、４つの柱を中間
報告として取りまとめました。

「自治区制度について中間報告まとまる」

①「自治区長」の役割と新制度における考え方…
　地域からの要望や意見を市長に伝えるという機能は今後も必要と考えるが、それを
だれがどのように担うかについての考察は、地域協議会会長や支所長の役割整理と合
わせて進めなくてはならない。地域協議会会長などに新たな権限を付与するなどで担
保されるとも考えられ、体制の重複感を取り除きコスト削減の観点も踏まえ組織のス
リム化を推進するべきである。

②「地域協議会」の役割と新制度における考え方…
　地域の諸課題に対して課題解決や諮問機関として地域協議会は機能してきた。地域
協議会の制度として、地域の課題や住民の意見を拾い上げ、市政に要望できるような
組織体制を検討する。また、地域協議会は浜田自治区にも中学校単位を目安に設置も
考えるべきである。

③「本庁・支所機能」の考え方…
　支所機能は市民生活に直結するものの対応については必要と考える。しかし、事務
手続きなどを再度整理し、防災体制も合わせ最低限の職員で対応できる体制を検討す
べきであると考える。

④「自治区予算」の役割と新制度における考え方…
　特色ある地域をつくるためには各地域で活用できる予算は必要と考える。地域協議
会による地域の要望を踏まえた事業計画を基としての予算措置を検討すべきと考える。

無料Wi-Fiの環境整備を



16

地域井戸端会を開催しました
地域井戸端会を平成30年10月に市内８カ所で開催しました。

各会場で出された代表的な意見を紹介します。
いただいたご意見は、議員間で共有し、討論や提案に生かします。

詳しくは、議会ホームページをご覧ください。

上府自治公民館　13人

美川公民館　19人

石見公民館　5人

老人憩いの家（弥栄）
　10人

旭支所　16人

長浜公民館　3人

◦早期に防災組織を立ち
上げ訓練を実施する。

◦河川で刈った草はその
場で焼却処分したい。

◦空家の有効利用のため
マップを作成。

◦バスよりデマンドタク
シーなみの乗り物へ。

◦入浴券をもらったが温
泉に行くにも車がいる。

◦防災無線よりメールな
どで100％伝えて。

◦議会報告会について内
容の検討が必要。

◦高齢者が集まってしゃ
べる場所が少ない。

◦市内交通で、小さなワ
ンコインバスが必要。

◦米が安くて費用が出な
い。なんとかして。

◦若い仲間が欲しい。

◦通勤するのに公共交通
バスの時間が合わな
い。

◦産業振興には後継者対
策が必要。

◦空家が多く危険なので
対策をしてほしい。

◦世代を超えた話し合い
の場が持てる組織。

◦安くて新鮮な魚介類が
買える店がほしい。

◦地域で集まる機会が少
ない。

◦開府400年事業、何が
したいか分からない。

10/22

10/24

10/23

10/22

10/24

10/23
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参加者アンケートを受けての議会の気づき

参加者アンケートより

また参加したいか 気づきがあったか満足度

今福公民館　20人 三隅公民館　9人

◦ホテル・旅館の接客へ
外国人の派遣会社を。

◦木材の買取価格が安く
て今後の維持が大変。

◦高齢者の免許返納増大
→病院買い物が大変。

◦周辺地域が年々寂れて
きている。

◦高齢者が寄り合うサロ
ン的場所が欲しい。

◦親が胸を張って言える
浜田市の地域づくり。

・若者の参加を促す工夫をすることが、今後必要であり求められています。

・地域井戸端会と称してグループでの話し合いは、おおむね好評でした。

・地域井戸端会の開催は、「気づき」「発見」の場として参加者の皆さんにとって新た

な発見があることが伺えました。

・参加動機としては市議会議員からの声かけも大きいようであり、参加者拡大に向け

工夫した取組が重要と受けとれました。

10/25 10/25

満足
  42％ 参加する

69％
あった
53％



〔議長何でもメール〕
　議長や市議会に関するご意見・ご要望・ご提言などお気軽にお寄せください。
　浜田市議会ホームページ→議長なんでもメール

議長なんでもメールページ

表紙に
ついて

　

12
月
初
め
に
、
金
城
町
の

「
森
の
公
民
館 

夢
の
音
会
」
50

周
年
記
念
事
業
に
出
席
し
ま
し

た
。
50
年
前
に
高
校
生
の
音
楽

活
動
か
ら
始
ま
り
、
今
で
は
人

口
減
少
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
対

策
に
も
取
組
み
、
地
域
の
課
題

解
決
や
活
性
化
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し

た
。
小
さ
な
積
み
重
ね
が
や
が

て
大
き
な
力
に
な
る
。
改
め
て

住
民
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

　

現
在
浜
田
市
議
会
で
は
、

も
っ
と
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
議

会
に
対
し
て
ご
理
解
を
い
た
だ

け
る
よ
う
、
議
会
だ
よ
り
の
内

容
や
多
様
な
方
の
意
見
が
聴
け

る
議
会
報
告
会
に
向
け
、
広
報

広
聴
委
員
会
で
研
究
検
討
を
重

ね
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。（

記　

村
武
ま
ゆ
み
）

【
編
集
委
員
】

委
員
長　

小
川　

稔
宏

副
委
員
長　

川
上　

幾
雄

委　
　

員　

三
浦　

大
紀

　
　
　
　
　

沖
田　

真
治

　
　
　
　
　

西
川　

真
午

　
　
　
　
　

村
武
ま
ゆ
み

　
　
　
　
　

笹
田　
　

卓

　
　
　
　
　

芦
谷　

英
夫

　
　
　
　
　

田
畑　

敬
二

　
　
　
　
　

澁
谷　

幹
雄

★
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
部
あ
た
り
44
円
で
で
き
て
い
ま
す
。

３月定例会開催予定
日 月 火 水 木 金 土
2/17 18 19

開会
議案の提案説明

20

会派代表質問

21

個人一般質問

22 23

24 25

個人一般質問

26 27

議案質疑

28

総務文教委員会

3/1

福祉環境委員会

2

3 4

産業建設委員会

5

予算決算委員会
（総務文教関係）

6

予算決算委員会
（福祉環境関係）

7

予算決算委員会
（産業建設関係）

8

予算決算委員会
（予備日）

9

10 11

休会

12

表決
閉会

13 14 15 16


